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「百
ひゃく

見
けん

は一行
いっこう

にしかず」 

校 長 田 村 孝 夫 

 特別
と く べ つ

の教科
き ょ う か

「道徳
ど う と く

」の授業
じゅぎょう

では、小学校
しょうがっこう

から中学校
ちゅうがっこう

までの学び
まな

のつながりを大切
たいせつ

にしながら、これまで受け継がれて
う       つ

き

たルールやマナー、社会
し ゃ か い

で大切
たいせつ

にされてきた道徳的
ど う と く て き

価値
か ち

について学習
がくしゅう

しています。生徒
せ い と

は発達
はっ たつ

の段階
だんかい

に応じた
おう

教育
きょういく

計画
けいかく

のもと、価値
か ち

について理解
り か い

を深める
ふか

だけでなく、様々
さまざま

な角度
か く ど

から考え
かん

、自分
じ ぶ ん

なりの考え
かん

をもち、それを実践
じ っ せ ん

する力
ちから

を育んで
はぐく

います。 

例えば
たと

、「誰
だれ

に対して
たい

も思いやり
おも

の心
こころ

をもち、相手
あ い て

の立場
た ち ば

に立って
た

親切
しんせつ

にすること」や、「正義
せ い ぎ

と公正
こ う せ い

を重んじ
お も ん じ

、差別
さ べ つ

や

偏見
へんけん

のない社会
し ゃ か い

の実現
じつげん

に努める
つと

こと」などについて学びます
まな

。 

しかし、私
わたし

自身
じ し ん

を振り返る
ふ     かえ

と、本
ほん

や新聞
し んぶ ん

を読んだり
よ

、話
はなし

を聞いたり
き

して「なるほど」と理解
り か い

したつもりになっていることが少

なくありません。ところが、いざ実践
じ っ せ ん

しようとすると、思う
おも

ようにできないことも多く
おお

あります。だからこそ、知識
ち し き

として理解
り か い

する

だけでなく、実際
じ っ さ い

に行動
こ う ど う

し、経験
けいけん

を積み重ねる
つ      かさ

ことの大切さ
たいせつ

を改めて
あらた

感じて
かん

います。 

 

そんな時、ふと「百聞
ひゃくぶん

は一見
い っ け ん

にしかず、されど百
ひゃく

見
けん

は一行
い っ こ う

にしかず」という言葉
こ と ば

を思い出しました。「百聞
ひゃくぶん

は一見
い っ け ん

にしか

ず」は広く知られていますが、その続きである「百
ひゃく

見
けん

は一行
い っ こ う

にしかず」は、「どれだけ見ても、実際
じ っ さ い

に行動
こ う ど う

することにはかな

わない」という意味
い み

です。知ることや理解
り か い

することも大切
たいせつ

ですが、それを行動
こ う ど う

に移して
うつ

こそ、本当
ほ ん と う

の学び
まな

になるのだと思いま

す。 

 

先日
せんじつ

、三年生
さんねんせい

の授業
じゅぎょう

を参観
さんかん

していた時
と き

のことです。欠席
け っ せ き

した生徒
せ い と

の机
つくえ

の上
う え

に配付プリントが置かれる
お

と、隣
となり

の生徒
せ い と

が何
なに

も言われることなく、そっと机
つくえ

の中
なか

へしまいました。「係
かかり

なのですか」と尋ねる
たず

と、「係
かかり

ではありません。扇風機
せ ん ぷ う き

が回って
まわ

いて、

プリントが飛んでしまうと思ったので入れました」と答えてくれました。 

 

誰
だれ

かに言われたからではなく、相手
あ い て

のことを思い、自ら
みずか

考えて行動する 姿
すがた

に心
こころ

を打たれました
う

。まさに「百
ひゃく

見
けん

は一行
い っ こ う

にし

かず」を実践
じ っ せ ん

した場面
ば め ん

でした。 

 

羽一中生には、このように学校
が っ こ う

で学んだ
まな

ことを日々
ひ び

の行動
こ う ど う

へと結び付けられる生徒がたくさんいます。私
わたし

はそのことを

大変
たいへん

誇り
ほこ

に思っています。このような姿
すがた

は、学校
が っ こ う

での学びだけで育まれる
はぐく

ものではありません。ご家庭での日頃
ひ ご ろ

の温か
あたた

な関

わりや声掛け
こえか

が、生徒
せ い と

たちの思いやりや行
こ う

動力
どうりょく

につながっているの

だと感じています。 

 

これからも学校
が っ こ う

と家庭
か て い

が力
ちから

を合わせ、学んだ
まな

ことを行動
こ う ど う

に移せる
うつ

「一行
い っ こ う

」ができる生徒
せ い と

を育てて
そだ

いきたいと思います。引き続き、

ご理解
りかい

とご支援
しえん

をよろしくお願いいたします。 

令和８年７月１日 
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 AED 講習会（２年生）  

６月１９日（金）、第 2 学年の生徒を対象とした AED 体験実習を兼ね

た救急救命講習会が行われました。杏林大学の先生と学生が来て、中学

生に救命法を教えてくれました。これは毎年中学 2 年生に行っている講習

会の一つで、羽村市と杏林大学が協力して実施しています。自治体をあげ

て、この様な講習会を実施することは中学生にとってとても有意義な学習

です。羽村市の中学生は全員が救急法を学んで義務教育を卒業するの

で大人になってからの活躍が期待されます。一中生ももしもの時は今回学

んだことを思い出して身に付けた力を発揮して欲しいと思います。 

 

 校外学習（２年生都内巡り）  

  ６月 2６日（金）、2 年生が平和学習として都内巡りをしてきました。来年

の修学旅行を見据えた学習をすると共に戦後 80 周年を経て「平和」を

考える機会としました。当日はあいにくの雨模様でしたが、生徒は協力して

行動することができました。また、東京や日本で起こった災害についても学

びました。最近は大きな地震が続いています。災害は起きない方が良いで

すが、もしもの時はここで学んだことを生かしてください。 

 

 進路学習会（３年生）  

  ２年生が校外学習に行っている同日に３年生が進路学習会を実施

しました。当日には、福生高校、錦城高校、東海大菅生高校の先生た

ちに来ていただき、高校の生活や入試の仕組み、今から何をやってほ

しいかなどの話を聞きました。都内の高校は私立、通信制を含めると４

８０校ほどがあります。その中から自分の行きたい高校を見つけるのは

難しいです。まずは、自分自身が何をやりたいのかを考え、それを実現

するための学校を探すことが大切になります。自分自身を見つめ、自

分の心と会話をして、中学校卒業後の進路を考えていってください。 

 ７月の主な予定  

７月 １日（水）            市教研（4 時間授業、給食あり） 

７月 ６日（月）～13 日（月） 三者面談（４時間授業、給食あり） 

７月１４日（火）            人権講話（２年生） 

７月１６日（木）            大掃除（4 時間授業、給食あり） 

７月１７日（金）            終業式（4 時間授業、給食なし） 

 

 羽村第一中学校ブログ  

 日々の様子をブログ（ホームページから入れる）にアップしています。お時間がございましたら覗いてみてください。 

学校ブログ：https://haneichi.blogspot.com/ 


